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ネットワーク公演における  

   パフォーマンスデザインの新しい試み   
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       内容梗概 
 エンターテイメントショーの公演形態は様々であり、その手法も

多岐にわたる。特に現代社会ではインターネットの普及により、そ

の場に足を運ばなくてもライブ・公演を楽しめる環境があり、視聴

者にもそれを便利なエンターテイメントの形として楽しまれている。

その一方で、ローカルならではの独特のライブの臨場感というもの

を味わうために、わざわざ会場まで足を運ぶ人も多い。既に高速ネ

ットワークを介した音楽パフォーマンスなどが行われているが、遠

隔地でリアルタイムでのスクリーンに映し出された相手と共演する

ミュージカルパフォーマンスは行われていない。本研究では、高速

ネットワークを介した遠隔地において、音楽・パフォーマンスだけ

でなく、新しい試みとしてストーリー展開まで同期させたインタラ

クティブエンターテイメントショーという、新たなパフォーマンス

形態を開拓すべく、実験的に舞台を作り上げ、その新しいエンター

テイメントの形の可能性を探る。また、自ら演技者／演出家として

参加することで、技術的に問題が残っている部分をカバーするため

に必要な演出・演技方法と、高速ネットワークという技術を活かす

ためのステージング方法を模索することで、次世代のエンターテイ

メントショーとしての実用性、現実性を検証する。 
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The New Challenge of 
Performance Design With  
High Speed Net Work  
 
Mai Tsuruoka 
  

                 abstract 
 The entertainment show has many different types of 
performances and their performing techniques are variously.  
In modern days, popularizing of internet gave new environment 
to enjoy music lives and performing without going to anywhere, 
and those audiences does enjoy this new entertainment style. 
On the other hand, to feel of being at a live performance, those 
audiences bring their selves to places.  
 
Already some performances like music performance has been 
done by through high speed network, but the remoteness real 
time musical performance which plays with co-stars on the screen 
is not done before.    
This research is to seek the possibility of new entertainment style 
such as musical show through the high speed network like music 
and live performances, and explores the new performance style 
and new challenge that is interactive musical entertainment. To 
estimate the possibility of new entertainment style we create an 
experimental performing musical show.  



 III 

Also I attend for this musical as both as player and director, then 
I can see the technical problem and necessity stage direction, 
performing method to cover the problem using the high speed 
network technology to inspects as it as the next generations new 
performing style.     
 
 
Keywords: 
 
Networked performance, performance design, latency 
 
＊ Master’s Thesis, Graduate School of Media Design, Keio University, 

KMD-80935435, December 17, 2010 
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第１章  

   序       論  

 

1.1.  研究の動機と背景  
 私はこれまで、パフォーマーとして様々なステージに立ってきた。

それは、歌手としての音楽生ライブ、ダンサーとしてのパフォーマ

ンス映像撮影、歌、ダンスにストーリー性を持たせたミュージカル、

そしてストレートに始終芝居だけのステージ等、多岐にわたるエン

ターテイメントのショーである。これらのステージは、１０代のは

じめからキャリアをスタートしたので、経験としては１０年以上の

経過となる。そして２００９年、慶応義塾大学大学院メディアデザ

イン研究科に入ってから、新たなエンターテイメントショーの境地

を開く可能性を持ったプロジェクトに出会った。“Net Band Wa-i”
は、リーダー／発案者であるジェニー（パク・ジョンヨン／同研究

科生）が、韓国からの留学生であり、日本と韓国の国際交流的意義

を持ち合わせた新しいエンターテイメントを作ろうというモチベー

ションから立ち上がった。高校時代に韓国での歌手活動の経験があ

った私は、“韓国と日本”という組み合わせにとても敏感で、日本と

韓国が共同で何かをするということに対して大賛成、という意見を

持っていた。そして、これまでにない新しい形態のパフォーマンス

ショーを生み出せる可能性を探りたいと考え、歌手、俳優という立

場からこのプロジェクトに参加し、新しいエンターテイメントショ

ーの構築に貢献したいと考えた。このプロジェクトの新しさは、高

速ネットワークを介し遠隔地をつなぐことで、ショーのストーリー

展開自体を同期させることであった。Net Band Wa-i での試み以外
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にネットワークをつないでのパフォーマンスは、２０１０年１０月

２８日、東京国際映画祭（TIFF）でも行った。慶応義塾大学三田キ

ャンパスにあるデジタルメディアセンター（DMC）のスタジオと、

六本木ヒルズの会議室とをネッワークでつないで、４K で撮影した

生のライブを、リアルタイムで伝送した。このイベントでは、４K
のカメラを使ったところがポイントで、パフォーマンスの内容自体

を同期させて、インタラクティブにストーリー展開することではな

かった。そのため、パフォーマンス自体は、従来の生ライブとさほ

ど違いはなかった。TIFF でも、パフォーマー／演出家として参加

したが、テレビの収録とほぼ同じで、カメラワークに対して表現方

法を変えることだけに集中すればよかった。しかし、イベントのポ

イントである４K のカメラを使っての撮影では、フォーカスポイン

トが一つに限定されていることだけが唯一の難点であった。このイ

ベントは５人のダンサーによるパフォーマンスだったため、フォー

カスポイントに常に全員が位置することが不可能だった。また、生

のライブ感を演出しようと、照明を暗くしたり、メリハリをつける

と、映像が映らなくなってしまう問題があった。パフォーマーとし

ては、照明が明るいままのライブはあまりないので、違和感が多少

なりともあったのと、５人が常にフォーカスポイントを意識しなけ

ればならないという点で、従来のライブに比べて困難であった。し

かし、Net band Wa-i で行った、ネットワークを介してパフォーマ

ンス内容を同期させたイベントでの問題点はそれだけではなかった。

それは、単純な音楽ライブではなく、様々な表現方法を用いている

という点で既に大きく違う。さらに、ネットワークを介して遠隔地

でのパフォーマンスを同期させるので、単純な演技、ダンス、演奏

のショーとも違う。そして最大の違い、今回の研究の課題であった、

高速ネットワークによる映像信号の遅延、が演出上、パフォーマン

スに大きく影響し、従来のライブパフォーマンスや、一方的に伝送

するネットワーク公演とも大きく画一していた。この公演形態は、
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新しいエンタテイメントショーとしての可能性を秘めており、様々

な国のエンタテイメントが入り交じり、グローバル化しているエン

ターテイメント業界においても、将来的にスタンダードなパフォー

マンス技法となるかもしれない。私は、パフォーマンスを届ける立

場から、この新しい形態のショーを実践的に検証し、今後の展望を

考察しようと考えた。 
 

1.2.  研究主旨  
 本研究では、高速ネットワークを使って遠隔地をつなぎ、パフォ

ーマンスを同期させ、２つの地でインタラクティブにストーリーを

展開させることが目的である。また実験を一つの演目として一般公

開し、誰もが楽しめるエンターテイメントショーとして将来的に実

用性のあるものになるかどうかを考察した。本研究は、高速ネット

ワークを介し遠隔地でストーリー展開を同期させるという、これま

でにない新しいエンターテイメントショーを提案し、実験的にパフ

ォーマンスを行うだけではなく、一般的に行われているショーと同

じクオリティにまでレベルアップさせ作り込むことで、演目として

の公開を実現し、どこまで実用性があるのか、または実用的ではな

い部分を明確に示すことを目標とした。この実験は、公演として行

ったため、主旨である技術的準備／実験に加え、従来の舞台作りと

同じ作業を行わなければならなかった。演目として公開するには、

出演者、ストーリーが必要、構成を整えなければいけないし、練習

リハーサルを重ねてショーとしてのクオリティを上げられるところ

まであげなければならなかった。シナリオを何稿も作ることになる

し、映像音楽技術と演技者のパフォーマンスに、矛盾が生じてしま

うという想定のもとで準備を始めたが、最大の難関であった、“映像

信号の遅れ”の障害が大きく、想定外の問題がたびたび起こってし

まった。本論では、実験によって明らかになった、新しい技術をシ
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ョーに還元する可能性と、現在の技術では表現不可能な部分と、別

の方法で解決できそうな可能性がある部分を述べる。 
 

1.3.  仮説“レイテンシと視線”  
 インタラクティブなネットワーク公演においてステージを作る際

に重要なのは、ストーリーをスムーズに展開させ、矛盾を作らない

ことである。本研究では演出家／パフォーマーとしての立場から、

インタラクティブなネットワーク公演における最大の課題であるレ

イテンシと視線の問題に焦点を当て実験を行った。今回のネットワ

ーク公演の特徴は、二つの遠隔地においてインタラクティブにスト

ーリーを展開させるパフォーマンスであり、よって映像信号の遅延

による場面転換の妨げが起こってはならないし、視線のずれによる

ストーリーの矛盾があってはならない。遠隔地にいるパフォーマン

ス同士がネットワークを介しインタラクティブに演技するため、想

定される問題点は、音楽パフォーマンスでテンポのずれ、音と映像

のずれによるダンスコラボレーションの動きのずれ、演技者同士の

インタラクティブな演技のずれ、またカメラを見ている時の視線と、

コラボレーションする相手が映るスクリーンを見る時の視線が違う

方向になってしまい、結果、ネットワーク公演のインタラクティブ

な部分の魅力が観客に伝わらないのでないか、ということだった。 
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第２章  

 ネットワーク公演におけるレイテン

シと視線の問題 

 

    2.1.先行事例・研究  
 これまで、ネットワークを使った音楽パフォーマンスに関する研究

が数多く行われ、アマチュアレベルからプロフェッショナルまでに

対応する、ネットワークで音楽を同期させるためのツール開発がな

されてきた⑴⑵⑶。これらのツールを使い、２つの地点、もしくは

それ以上の地点において、実際に観客を前に同時にネットワーク公

演を行ったケースが多くある。１９９３年,John Cage の“Imaginary 

Landscape No.4 for 12radios”と称された、ラジオトランジスタを

楽器として行った、ネットワークパフォーマンスが初代ネットワー

クパフォーマンス実験の一つであると考えられている⑷が、1990 年

代半頃、日本の中京大学が ISDN(128kbps)を使った電子会議の技術

でュージシャン同士がアイコンタクトをとりながら遠隔地でパフォ

ーマンスをする実験を行った。１９９９年には、モントリオールの

マギル大学で管楽器バンドの生演奏したものをニューヨークの AES

会議にリアルタイムで伝送し、ステージ上のダンサーがその演奏に

合わせてパフォーマンスするという実験を行った。２０００年春に

はスタンフォード大学の CCRMA が２つのキャンパス間で、キャンパ

スネットと TCP Protocol を使って,遠隔地において正確なサウンド

イメージが届けられるかの実験を行った。同年夏には、カナダの

Banff Centre にある同システムで二つのコンサートホール館で１０
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のチャンネルを同時にリアルタイムでミックスダウンすることを可

能にした。南カリフォルニア大学の Integrated Media Systems 

Center は、IP を通した高精度のマルチチャンネルオーディオとビ

デオストリームの再生と保存の構築に成功し、同大学と韓国の梨花

大学にて国際的に音楽コンサートを開いた。２００４年の The 

Technophobe and the Madman は、ニューヨーク大学とレンセリアー

工科大学においてミュージカルパフォーマンスを同期させた⑸。こ

れらネットワークパフォーマンスの先行研究では、音のレイテンシ

をどうやって克服するかに焦点があてられ、大きく分けて３つのア

プローチ方法があるとされている。 
1.Realistic Jam Approach 
データ送受信を確実に且つ最速にする。  
2.Latency Accepting Approach 
遅延を有効活用した恩が音楽パフォーマンス。  
3.Remote Recording Approach 
人同士のつながりなしのインターネットを介し音楽レコーデ

ィングによる交互演奏。  
 
愛知万博でのレイテンシを活用してテンポをあわせたパフォーマン

スが行われたり、レイテンシがほぼない状態で楽器演奏を同期させ

られるツール開発がされたりしたが、映像をみながら相手の動きに

あわせてパフォーマンスすることに焦点があてられ研究した事例は

まだない。2004 年ニューヨークで行われたネットワーク実験公演

technophobe and the madman では、映像と生演奏を同期させた

が、パフォーマーの視線は観客で、相手の動きではなく、声、音だ

けに反応した台詞だけの演技、視線は問題になっていない。 
これまで、インタラクティブに遠隔地同士のパフォーマーが演技を

しているように見せた公演形態はない。 
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     2.2. Net Band Wa-i の試み／パフォー

マー・演出家としての立場から 

 Net band wa-i は、2009 年春に発足された慶応大学大学院メディ

アデザイン研究科の学生たちによる高速ネット通信を利用した新し

いメディアのスタイルを研究するプロジェクトチーム名の名称であ

る。 
 今回の実験の背景にはネットワークを利用する事によりエンター

テイメントの可能性がさらに広がるのではないか、同時にアーティ

スト間での新しいクリエーションが可能になるのではないか、さら

に、オーディエンスも会場に足を運ぶ事で海外と繋がる感動を味わ

えるのではないかという仮説から実験が始まった。  
私は一人のアーティストとして今回、このプロジェクトチームに加

入し、実験的に日韓同時公演を企画しイベントを実行した。 
今回の実験によりネットワークの間に存在するいくつかの問題が明

確になった。インタラクティブ公演の最大の課題である遅延と舞台

全体のインタラクションに関していくつかの仕組みを示し、効果を

検証した。実験においては、主として、慶應側でシナリオと全体進

行を行い、韓国側では演奏者間の音楽的な同期化のための仕組みを

用意した。実験の結果、映像信号として約 0.6 秒のラウンドトリッ

プ遅延があっても、適切なテンポを用いる事で、音楽の同期が確保

できる事、大画面の高精細映像による遠隔地とのインタラクション

が大人数の観客を含めて可能となる事などの見通しが得られた。 
Net band wa-i のなかでパフォーマー・演出家としての立場から、

インタラクティブなネットワーク公演において最大の課題であると

考えたレイテンシと視線の問題に対し、事前対策を行った。これま

で研究されてきた音の遅延に対するアプローチ方法を取り入れなが
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ら、ストーリーと絡ませることで、演出的な部分でのカバーをする

ことを試みた。また、今回は音だけでなく映像を介してストーリー

を進行するため、演技者の視線のずれに対しカメラの位置を演技者

の視線の先に近い位置に配置することで、ずれをカバーしようとし

た。 

 

 

    2.2.1.高速ネットワーク（広帯域ネッ

トワーク）を介した高精細の音と映像  
 ネットワークの進歩は毎年大幅に進化しており、現在は高速専用

回線の 1.5Mbit/秒が主流である。ネットワークの通信速度は帯域の

大きさにより前後する。インターネットのアクセスが電話回線を通

じて行われていた時代、ISDN のデータ転送スピードは 64Kbit/秒
が普通だった。転送スピードとしては非常に遅く、2 時間の動画デ

ータを送信するのに 47 時間という膨大な時間を必要とした。高速

専用回線である 1.5Mbit/秒では同じ 2 時間の動画データでも送信す

るのに 2 時間と大幅に転送速度が上がっている。しかし、今回使用

した高速ネットワークのような、研究開発用の１００M 1G 10G で

は非常に大きなデータ容量を瞬時に送信することが出来る。Gbit/
秒で同じ 2 時間の動画データを送信する場合必要とする時間はおよ

そ 10 秒。数字からもわかるように高速ネットワークは現在のネッ

トワーク通信からおよそ 100～1000 倍のスピードアップを可能と

することが出来る。  
下記の表は http://www.meti.go.jp/intro/kids/infotech/03.html から

参照。 



 

 13 

  
 
 
 
    

           

 

 

       

 

 

 

 

 

図１ネットワーク 

 

今回実験に使ったのは 1Gbps の広帯域通信ネットワークを利用し

たリアルタイムでのインタラクティブコミュニケーションである。  
現在、映像通信ではラウンドトリップによる映像、音声のディレイ

が発生してしまうが、1Gbps という広帯通信ネットワークを利用し
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た事によりディレイは 0.6 秒に縮める事に成功し、またネットワー

クを媒体としたリアルタイムでの共演、セッションが可能になった。 
上記にも述べたようにタイミングの問題なので、シナリオの組み方

により 0.6 秒のラウンドトリップを感じさせない臨場感を表現する

ことが可能となった。ラウンドトリップとは round trip delay の事

で、通信回線上で音声または映像を送ってから戻ってくるまでの遅

れの名称である。わかりやすい例えは国際電話で相手の声が少し送

れて聞こえる現象である。 

 

◇音楽的同期  
 今回のプロジェクトで NetBand Wa-i で利用した高速ネットワー

クは今まで難しかった遠距離での同時演奏を可能にした。実際に「魔

法は光に乗って」の劇中に日本側と韓国側で楽器の同時演奏に成功

した。先に述べたようにネットワーク通信間ではその性質上どうし

てもラウンドトリップという遅れが生じてしまう。楽器演奏するの

にほぼずれのない遅延が２５ミリ秒といわれているが⑷、高速ネッ

トワークの Gbit/秒というデータ転送スピードはこのラウンドトリ

ップを 0.6 秒まで縮める事が可能となった。0.6 秒というのはリズム

が非常に重要な音楽の同時演奏にとって致命的な遅れとなってしま

うのだが、今回のプロジェクトでは二つの地域 Aと Bでネットワー

ク公演をする場合、B では何も問題がない。なぜならば、遅延時間

に関係なく Aへ到逹した映像と音響に同期を取れば良いからである。

しかし、A では A0 に対する反応が 0.6 秒後 A1 に帰って来るので、

A0と A1の不一致で深刻な音楽的問題が発生する。 

 
 

 M.M ♩= 100 の意味は 1 分に 4 分音符 100 個を打つ速度なので、4
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分音符の 1個、すなわち beat 1個の長さは 0.6秒である。本公演で

は RTTが 600msのレイテンシーが発生するため、強拍子が 0.3秒か

かる M.M♩= 100をテンポにして合わせた。ビートの長さと RTTが一

致しない場合、相変らずシンクが合わない問題が発生するが、これ

は相手の会場から到逹するリアルタイム映像と音響を次の強拍子に

一致できるように引き延ばす事で解決した。 

 

 
図２：音楽的同期 

 

◇ 映像的同期 

 今回のプロジェクトでは Gbit/秒の高速ネットワークを使い日本側、

韓国側両方からリアルタイムで HD 映像をステージ上のスクリーン

に映し出した。スクリーンに映し出された相手を見ながらバレリー

ナ、俳優、バンドがそれぞれタイミングを合わせつつ遠距離での同

時公演を行った結果、多少の映像の遅れがあったが十分にリアルタ

イムでの共演が可能であった。 
高速ネットワークで Gbit/秒が可能とはいえ、まだ成熟しきってい

ない回線である。その為、通信の安定性に問題がまだ残っているの

ではないかと推測する。まだ普及しきっていない広帯域のネットワ



 

 16 

ークならではの問題であるが、以前 1.5Mbit/秒のネットワークの初

期も安定性に対する問題が指摘されていた。Gbit/秒の高速ネットワ

ークの安定性も今後ネットワーク環境の充実と成長により改善され

ていくと推測する。 
 
 

図３インタラクションの設計 
 
 上記のイメージの通り Location A にある a がスクリーンにある相

手に右側に動かす事を要求すると、A カメラで見る時は、左側を示

し、B のスクリーンでも左側を示し、実際に b が左に動くと、B カメ

ラで見る時は、右側に動くことであり、これが A のスクリーンに照

らされても、a が見る時に右側に動くので、結局 a が最初に指示し

た右側に動くから、a と b はコミュニケーションができる。このよ

うな視線交換のため、送信カメラと受信スクリーンは一方向になら

なければならないし、カメラの高さは視線の高さに合わせた方が良

い。この舞台を実現するため、L ocation A ではスクリーンの真中

に穴を開け、カメラをその後ろに配置し、Location B ではスクリー

ンの真中の下にカメラを配置し、観客席からは目立たないように黒
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い布でスクリーンの下を隠し、遠隔公演で疎通を実感出来るような

舞台をデザインした。 

この結果、お互いを確認することで多少の遅挺もカバーする事がで

きた。  

 
 インターネット回線を活用し、遠隔地をつないでパフォーマンス

をリアルタイム放送する公演形態は様々行われているが、今回の実

験的公演では、公演にストーリー性を持たせることでインタラクテ

ィブ要素をより活発にした。２つの遠隔地で同時にパフォーマンス

を行い観客同士も国境を越えた空間のなかで公演を体感できるとい

う、エンターテイメントショーの新しい形態を構築するために、実

験では、レイテンシと視線に対し技術面ではなく演出的な部分で対

応し、ショーとしてのクオリティをあげることに努めた。 
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第 3 章  

  実験  “魔法は光に乗って”  

 

    3.1.   主旨  
 今回の実験的公演“魔法は光に乗って”では、高速ネットワーク

を介して日本と韓国とつなぎ、大画面映像と音響を用いて、インタ

ラクティブに公演を行った。遠隔地において同時に公演を行い、ス

テージングを同期させることで、従来のライブの醍醐味であるライ

ブ感、リアル感、臨場感をローカルではなく、グローバルに提供で

きるよう設計した。インタラクティブ要素を効果的に表現するため、

今回の公演では、ストーリー展開のあるエンターテイメントショー

として設定し、映像、音、楽器、身体表現、といったエンターテイ

メントのあらゆる要素を盛り込むことで、様々な角度からネットワ

ーク公演の問題に対する対処法を考察することを目的とした。また、

最大の課題である映像信号としての約 0.6 秒というラウンドトリッ

プをいかに活用するかということも課題として、シナリオ作成、舞

台設計を行った。主に、慶応義塾大学大学院メディアデザイン研究

科のプロジェクトチーム Net Band wa-i が全体進行を行い、シナリ

オ、ステージング、パフォーマンスに関しては、日本側で指揮をと

り、同期させる韓国側の舞台設計は、韓国科学技術院（KAIST）文

化技術大学院が行い、双方で矛盾のないように綿密に打ち合わせを

行った。新たなエンターテイメントとしての実験結果を明確にさせ

るため、実験会場は日本、韓国両国においてホール会場とし、観客

を入れることで、今回のネットワーク公演が実用性のあるものかを

考察できるようにした。 
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◇イベントスペック  

 
演目：『魔法は光に乗って』 
 
日時：2009 年 11 月 2 日  
      18:30 開場 
   19:30-21:00 開演 
 
 
＜日本＞ 
 
会場：慶応義塾大学日吉キャンパス 
   協生館 2 階 藤原記念ホール 
 
・ キャスト  
魔法使い J: MAI 

バレリーナ：石井明日香  

ライブバンド：南人(小田 Eddy 勝久、安藤弘樹、竹盛拓巳、まぁび

ぃ）  

偽者の魔法使い K：関根祐介  

マスター魔法使い：太田直久先生(事前録画)  

オープニングアクト：Mana、Mika、Nori、Eri  

Blue-Eye：伊東恵里香、太田智美、市村真理子  

  

・スタッフ  

企画：太田直久、稲蔭正彦  

ネットワーク：加藤朗  

舞台監督：バク・ジョンヨン  
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演出：ゆうすけ、MAI  

脚本：ユン・イナン  

音楽： 小田 Eddy勝久、チェ・ジヨン  

音響技術：伊藤彰教、稲田環、サウンド・ファクトリー  

映像技術：（株）ウィジェット、Paul  

舞台デザイン：翁姫雅  

振付：石井明日香  

宣伝美術：ヤン・ギョンイル、ハヌル、岩熊美希子  

ウェブ：ユン・ジョンウン  

技術：上間裕二、遠峰隆史、村井裕実子  

Video Mixer：Gustavo Dore  

広告：キム・ドユン、清水裕、(Angela、Sharon)  

カメラ(映像)：Janak、安部  

カメラ(Still Shot)：ねぎし、Jan  

照明：榊原  

特別協力：進藤晶子  

  

当日案内： 清水好子、Shoko、ユン・ジョンウン、ナ・ウンギョン、

ハン・ソクジュ、  

  

 
 
＜韓国＞  
会場：田市立燕亭國樂会館 
 
キャスト 
魔法使い K：キム・へウォン   

Ghost (ハンスビン、ジスヨン、キムジヒ) 

サムルノリ（キムビョンゴン、リユンギュ、ジェオンサンヒ、 
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ナムギソク、キムヒュンジュン 

Blue-Eye：カン・ソンテ、ソン・ジョンフン、キム・ユンホ  

  

・スタッフ  

企画：グ・ボンチョル  

ネットワーク：イム・ソンテク 

衣装：チェ・ヨリ  

映像制作：パク・ミンヨン、カン・ジュヒュン 

映像技術：キム・ビョンムン  

音響技術：ビュン・テスク、デジョン・ヨンジョン市立韓国音楽学

校イサンスタジオ、 

音楽：チェ・ジヨン  

映像技術：（株）ウィジェット、Paul  

舞台デザイン：翁姫雅  

宣伝美術：ヤン・ギョンイル、ハヌル、岩熊美希子  

ウェブ：ユン・ジョンウン  

Video Mixer：Gustavo Dore  

照明：カン・テキュ、キム・ヨンヒュン  

 

 

 

 

 

＜あらすじ＞ 

 日本で魔法の修行をしている女性魔法使い J、韓国で同じく魔法

の修行をしている Kの二人がそれぞれの国でいつものように練習に

励んでいた。二人は魔法使いとして未熟で失敗続きなのに、一番難

しいと言われている“ブルーアイ”の魔法に挑戦してしまう。する

と、ブルーアイが暴れ出し世界中を飛び回り時空間を狂わせてしま
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った。日本でクラシックバレエの練習に励むバレリーナと、韓国で

パントマイムを練習中のマイミストとの空間がつながり、奇跡的な

コラボレーションが生まれ、日本でバンド練習が上手く行かず喧嘩

になりそうなところへ、韓国の伝統音楽サムルノリのチームの時空

間が現れ、バンド演奏が大成功するなど、ブルーアイは日韓をつな

いで言葉と距離を超えたエンターテイメントショーを作り出した。

魔法使い Jと Kも、ブルーアイによって出会ったが、ブルーアイを

放置しておけば、世界中の時空がねじ曲げられ、崩壊してしまうと

いうことを知っていたため、二人で協力してブルーアイを捕まえる

ことにした。未熟ながらも、二人で力を合わせることによってブル

ーアイを捕まえ、世界を救うことができた。この一件によって、二

人は日本と韓国という遠隔地にいながら、気持ちを通わせあい、友

好関係を持つことができた。 
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3.2. レイテンシと視線  

 今回の実験公演では、様々な場面でのレイテンシと視線の問題が

明らかになった。今回の公演の特徴は、単純な音楽・映像の同期化

だけでなく、インタラクティブにストーリー展開して行くパフォー

マンスであるため、演技者達の動きに矛盾が生じてはショーとして

成立しなくなってしまう可能性があった。当初から想定されていた

レイテンシの問題と、演技者のカメラとスクリーンに対する視線の

ずれが、今回の最大の課題であると設定し、ダンスパフォーマンス、

楽器演奏、演技のそれぞれのシーンに対し、実際の舞台上での演出

によるいくつかの対処法を考えた。 

 

 3.2.1 レイテンシ使い分けによる演出  

 今回の実験公演において最大の課題であった音楽的同期化の部分

では、RTT が 600ms のレイテンシーが発生するため、強拍子が 0.3

秒かかる M.MJ=100 をテンポにして会わせた。ビートの長さと RTT

が一致しない場合、相変わらず深紅が合わない問題が発生するが、

これは相手の会場から到達するリアルタイム映像と音響を次の拍子

に一致できるように引き延ばすことで解決した。キューシートに沿

って、秒単位で場面を展開していく設定にしていたが、会場での予

行練習において、映像とのずれ、また演技者の動きとのギャップが

生じてしまうため、完パケで制作していた音を、シーン毎に分け、

さらに効果音と BGM とで細かくトラック分けにし、マニュアル操

作することによって、音の矛盾を減らした。音の遅延自体に対して

は、キューだしを細かくし、テンポを合わせる等の対処法で対応で

きたが、音と映像信号の遅延によってパフォーマンスが制限される

シーンとそれによって矛盾が生じた部分に対しては、演出的アプロ

ーチとして、レイテンシを活かす部分とレイテンシをごまかす部分
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とで使い分けることで、ショーとして矛盾のない演出を考えた。 

 

◇ バンドセッションのテンポ取りの演出 

 今回のバンドセッションは、ストーリーの流れのなかでおこる出

来事として登場させたため、日本側の沖縄バンド南人によるバンド

演奏と韓国側の伝統音楽サムルノリのチームによる楽器演奏のセッ

ションを、幕開けすぐに始めることが技術的だけでなく、ストーリ

ー的にも矛盾があった。魔法によって時空間がつながる設定である

ため、それぞれの楽器を単体でならしあい、まずコミュニケーショ

ンをとろうとする演技のシーンを作った。それによって、パフォー

マー達も自然と曲のリズムに入っていき、演出的にもストーリーの

流れがわかりやすくなるようにした。演奏時の双方の音のずれへの

対処法として、一定のテンポをキープしながら演奏しようとしてい

たが、日本の舞台上にメインのリズムをとるサムルノリのメンバー

を一人入れることで、サムルノリの拍子にあわせてバンドが演奏す

ることができた。時空間を飛び越えてやってきたサムルノリチーム

の一人がリズム主体となってバンドとサムルノリのテンポを作り、

ずれを回避するとともに、セッションのリアル感を強調させる演出

ができた。 

 

 
図 4：楽器演奏コラボレーション 
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◇ インタラクティブな動きを日本側が先導 

 魔法によって時空がつながった日本と韓国を、パフォーマー達が

リアルタイムで行き来するシーンでは、遅延によるずれが顕著にな

りかねない。そこで演技者がインタラクティブに動くシーンでは、

主に日本側の音にあわせ、日本側のパフォーマーが先導でカウント

しながら動きをつけた。例えば、３分化したブルーアイが擬人化し

客席で暴れるシーンでは、BGMのなかに特徴のある鈴の音を定期的

にいれることで、まず日本側の３人の動きのタイミングと、途中で

登場する Jの動きと時空がつながった韓国からやってきた Kの動き

タイミングを合わせることができた。これら日本側のキャストの先

導する動きにあわせて、韓国側が次のアクションを起こす設定にし

た。このシーンでは、レイテンシを無視し、日本側パフォーマーが

小節でカウントし、効果音のタイミングにあわせた動きをつけるこ

とでずれを回避した。また、クライマックスの５幕でも日本側と韓

国側の演技者がそれぞれ“ブルーアイを獲得しようとする”シーン

がシナリオ上あったが、同時に同じ動きをしようとするとずれてし

まうため、ここでもレイテンシを無視し、日本側の演技者が音と映

像（CG）にあわせた動きをつけ、それに対し、韓国側の演技者がア

クションを起こすようにした。0.6秒という微妙なずれによる演技の

ちぐはぐ感を解消し、日本側が先導しながらインタラクティブにス

トーリー進行させた。 

 

◇ スクリーンと照明の明るさ調整 

 スクリーンは、ストーリーを進行させるためのメインの役割とな

ったが、それ故、レイテンシが少しでもスクリーン上に映るとずれ

が明るみに出てしまうケースが多かった。今回のような高精細のス
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クリーンの明るさに対しては、照明をアレンジすることで各場面で

のレイテンシをごまかす演出をした。２幕のシナリオ上は、練習に

失敗するバレリーナの姿を、舞台照明を暗くすることで表現する、

という設定にしていたが、スクリーンの明るさ等によって、舞台上

の照明を全て消しても、バレリーナの姿を消すことができなかった。

表現自体はパフォーマーのリアルな演技に頼ることになったが、ネ

ットワークがつながる瞬間、つまり場面の切り替え時に、スクリー

ンの明るさが明確になるよう照明を設定することで演出を誇張し、

つながった瞬間の音と映像のずれを解消すると同時に、演技者の心

情とシーンの雰囲気の移り変わりを印象づけるのに効果的だった。

スクリーンが完全に消え、日本側の魔法使い Jとバレリーナが客席

で会話をするシーンでは、二人が近づいて客席前方中心に立ち位置

をとれば、臨場感が伝わると同時に、わかりやすさも倍増すると考

えていたが、客席を少しでも明転にすると３幕に向けてのステージ

上のバンドセッティング状況が観客に見えてしまうという問題が発

生した。そこで、パフォーマーを客席に登場させ、客席を明転し、

観客の意識を完全にステージからそらした。バレリーナのシーンの

ように、場面転換時にスクリーンを OFFにすると、ONになったと

きのレイテンシがあからさまになることが多く、照明との明るさの

調整が必要だった。ONになったときのずれを見えにくくするため

に、照明をフェードインすることと、ステージ全体ではなく演技者

にフォーカスを当てるようにし、スクリーンの明るさが強くなりす

ぎないようにした。また、演技者達の立ち位置を、ステージから距

離をおくことで、演技者に照明があたりやすくなるよう、照明にあ

わせたフォーメーションをとった。
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図５：照明設定のための立ち位置 

 

 シナリオでは上図のように設定していたが、観客の視線をステー

ジ上からそらすため、あえて客席間で少し距離を置いての演技とし

た。また、距離があるので、演技自体が大きくなり、それによって、

より観客の意識を演技者二人に向けさせることができた。ここでの

メインのストーリー展開として、二人がブルーアイを取り逃がした

光景を印象づける必要があった。スクリーンが OFFになるタイミン

グに合わせ、客席照明を瞬時に明転にし、ちょっとのずれがあって

も、意識を客席に転換させることで、ずれを見えにくくした。 
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図６：ダンスコラボレーション 

 

 

◇ パフォーマーの立ち位置 

 今回の公演では、シーンによってスクリーンの ONOFF を使い分

けたため、ステージ上だけを使うと照明のアレンジも限られてしま

いかねない。照明が限られてしまうと、演出の幅も狭くなって、レ

イテンシのずれや場面転換時のずれへの対処が難しくなる。そこで、

演技者の登場の位置やパフォーマンスする位置を客席で調整し、演

出方法の多様化を試みた。最もインタラクティブな演出となった、

日本と韓国をパフォーマーが行き来しているようにみせる４幕では、

図７のようにステージ上のみを使うとパフォーマー自身で相手側の
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動きを確認することができなくなってしまう問題が起こった。パフ

ォーマーの入りとはけのタイミングが最も重要だったこのシーンで

は、スタッフのキューだしだけではレイテンシに対し素早く対応で

きないため、パフォーマー自身が相手側の動きをチェックしながら、

入りとはけのタイミングをはかることが必要だった。またカメラ 1

台では、ステージ上の複数名を同時に撮影することが難しかったた

め、ステージから少し距離を置いた客席でのパフォーマンスとなっ

た。このようにパフォーマーが客席前方、客席とステージの間に立

ち位置をとることで、パフォーマー達がタイミングとスクリーンを

自身で確認できるようにした。また、３幕からの場面転換で演奏用

セッティングを撤退させ、その間ステージから観客の目を背けさせ

なければならなかったため、図８のように客席でのアクションにし、

日本の客席からも、韓国側の客席からも、演技者の動きを身近に体

感できるような空間を作った。そして、客席の一カ所ではなくあら

ゆる箇所に時間差で登場させ、場面転換の切り替え時の遅れを観客

に感じさせないようにした。 

 

 

 

図７：シナリオ上のポジション 
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図８：実際のポジション 

 

 

 

 

 

◇ シナリオ再設定  

 

 今回の公演では、ストーリーを軸に様々なパフォーマンスを登場さ

せたため、レイテンシによるパフォーマンスのずれを解消するため

の演出によって、シナリオに矛盾が生じてしまう場面があった。そ

のため、ネットワーク公演の最大の問題であるレイテンシをカバー

する演出を設定したあとに、シナリオを設定し直した。黙劇による

進行なので、パントマイムでもわかりやすい設定を考える必要があ

った。２幕のバンドセッションでは、もともと遠隔地同士でのコラ

ボレーションを予定していたが、テンポ取りが難しいということで、

韓国側のメンバーを一人日本側に登場させた。ネットワークがつな

がってから登場することで、４幕のように時空を超えてきた設定に

した。また、個々のキャラクター設定を演出にあわせやすいものに

し、バレリーナと魔法使い J のキャラクターを対照的にすることで、
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客席での間近な演技でもシーンの描写をはっきりさせた。３分化さ

れたブルーアイを日本と韓国で同一のキャラクターでなければなら

ないため、３人個々に特性を持たせ、動きの特徴によって区別させ

た。その矛盾のないよう、韓国側のブルーアイ役の演技者達にも、

３人が皆ただのブルーアイなのではなく、リーダーブルーアイ、ア

クティブなブルーアイ、奇妙なダンスのような動きをするブルーア

イ、と各々に配役を与え、日本側の３人と全く同じ動きを振り移し

した。キャラクターをあわせることで、スクリーンにずれがあって

もシナリオ上“移動時間”として表現することができた。 
 

 

◇BGM、音の作り 

 ネットワーク公演での最大の問題である、音の遅延とネットワー

クの不安定さの問題が残っていたため、音の再生を確実にしなけれ

ばならなかった。また、演技者達が音に合わせて動きをつけること

で、日本側と韓国側とでずれを回避しようとしていたため、シーン

を盛り上げるためだけではなく、演技者にとってもききとりやすい

音を作らなければならなかった。音のタイミングへの対処としては、

シーンによって日本側と韓国側でレイテンシを活かすところと無視

する部分があったため、BGM／効果音はすべてトラック分けにして

演技者とのタイミングをその都度はかった。シーンにあった BGM

作りはもちろん、演技者が演技をしながらでも自然に聞き取りやす

い音作りのために、BGMは数回アレンジをし直した。また、効果音

によっても演技者が次のアクションへと移るきっかけにしたため、

韓国側と日本側の演技者で動きを確認しつつ、どのタイミングで効

果音が必要なのかを探った。BGMのコードの切り替え、効果音をと

ころどころいれることで、演技者達がそれに反応した演技をした。

音楽をカウントするだけでなく、きっかけとなる音を演技者がきき
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とれれば、動きの切り替えのきっかけとなり、大幅なずれを回避で

きることがわかった。 

 

 

◇ 時間軸設定 

 今回の実験公演で最も注意しなければならなかったのが、時間軸

の調整である。実際の公演では、マニュアル操作でストーリー展開

させて行くのがほとんどで、パフォーマーを含めた各ポジションの

人が全員、自分のパートと、全体像を把握していなければならなか

った。本番での時間軸は必ずばらつきがおこることを想定していた

が、音の尺にあわせた各シーンの長さ、切り替えの時間、スクリー

ンの ONOFF 箇所、登場人物等の全体像をスタッフ、パフォーマー

が把握できるようキューシートを作った。ラウンドトリップの調整

という意味でも、演出上の矛盾を回避するためにも、秒単位で時間

軸を決定し、韓国と日本で正確にあわせなければならなかった。シ

ナリオ修正の時点で韓国側と時間軸を決定したが、パフォーマー自

身のタイミングによってタイミングもかわるし、舞台技術を使うた

めに音出しが手動での起動となってしまうため、多少のずれが生じ

てしまうのは仕方なかった。それでも、限りなくキューシートに近

い秒単位での場面切り替えを行う練習を繰り返すことで、日本と韓

国でスタッフ間での大きなずれもなく、それによって、ショーの展

開に大きなずれを生じさせることを防ぐことができた。 
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区分 ネットワーク 所要時間 場面 

プロローグ  ５分 オープニング 

  ３分 公演紹介 

１幕  １分 魔法使い J 

  ３０秒 映像技術１ 

  ３０秒 映像技術２ 

  ３０秒 映像技術３ 

  １５秒 BGM のみ 

  １５秒 ブルーアイ CG 

２幕  １分 バレリーナ登場 

  ５秒 ブルーアイ CG 

 on ５分 マイミストとバレリーナ 

  ５０秒 バレリーナと J 

３幕  ５秒 ブルーアイ CG 

 on ４分 バンドとサムルノリ 

 on ４分 サムルノリチーム 

４幕  ３０秒 J 登場 

  １分 ブルーアイ登場 

  １０秒 k 登場 

 on ５０秒 K とブルーアイ 

５幕 on １分３０秒 K と J の遭遇 

 on １分 演技 

  ５秒 暗転 

 on ２０秒 kJ の対話 

   暗転 

エピローグ on  出演者全員 

図９：時間軸の設定 
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評価①：レイテンシを使い分ける演出 

 レイテンシに対する対処法として、パフォーマーがレイテンシに

あわせる方法と、レイテンシを無視してそれぞれのステージ上でパ

フォーマンスする方法を使い分けた。楽器演奏のシーンでは、リズ

ム主体である韓国側のメンバー一人が日本のステージに参加し、レ

イテンシにあわせた一定のテンポを保たせることで、ずれのない楽

器演奏コラボレーションを実現できた。ストレートな芝居のシーン

では、レイテンシを無視し、日本側が動作を先導していくように演

出した。この部分に対し、シーンの表現に問題はなかったが、イン

タラクティブさに欠ける、もっと日本と韓国の演技者がリアルに演

技しているように見せるべき、という実際に公演を見た観客の意見

があった。また、ネットワーク公演の主体となるスクリーンの使い

方の工夫を凝らしたダンスパフォーマンスのシーンでは、照明とス

クリーンの明るさの調整を行、レイテンシをごまかした。調整に限

界がきた後半では、舞台を客席に移すことによって、観客の意識を

生の演技へと移行させた。バレリーナ役のパフォーマーは、キュー

出しのタイミングをはっきりできずに感覚的だったため、レイテン

シによる問題が生じた際の対応はできなかった、と答えている。そ

の他に、場面転換においてレイテンシが妨げになってしまいかねな

いシーンでも、レイテンシを無視し、日本側が主導となる客席を使

ってのパフォーマンスに切り替えた。観客インタビューによると、

客席での演技は、ライブ感やリアル感は大きく、スクリーン・ステ

ージ・客席全体をパフォーマーが行き来するため、インタラクティ

ブさも十分に伝わった。その一方で、パフォーマーにとってはかな

りリスクが高く、キューだしのタイミングをスムーズに行う方法を

考える作業が、今後必要であると感じた。レイテンシに対し、大き

なずれのないよう、あらかじめ時間軸を日本と韓国設定していた。

秒単位での設定で、日本と韓国のインタラクションの流れが決まっ
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ていたが、実際には日本先導で進行するシーンが多く、キューシー

トの作り方も、今回のようなものでは完全には対応できないことが

わかった。先導するシーン、それぞれがローカルの音で対応するシ

ーン、遅延にあわせるシーン、それぞれの使い分けとその秒数を表

記したキューシートを作る必要が有る。 

 

 

 3.3.3. 視線問題によるパフォーマンスの

制限  

 インタラクティブなネットワーク公演において、カメラとスクリ

ーンに対する演技者の視線のずれが大きな問題であった。ストーリ

ーのある公演では、演技者の視線の方向に矛盾が生じてしまうと、

物語の内容がわかりにくくなってしまう。今回の実験公演では、演

技者を間近でダイレクトに撮影するカメラ１台と、そのすぐ真上に

設置したスクリーンに対し、演技者が動きを工夫する必要があった。 

 

 

◇ダンスパフォーマンスの動きのずれ 

 ダンスパフォーマンスを同期させる場合、パフォーマーはスクリ

ーンに映る相手の動きを確認しながらパフォーマンスすることにな

るが、演技として、スクリーンばかりを見ていては相手側のスクリ

ーンに映る視線にずれが生じてしまう。日本側のバレリーナと韓国

側のマイミストは時空間が広げられたことで出会うが、その二人が

出会ったことを、まず視線で表現しなければならなかった。視線で

表現するためには、それぞれのパフォーマーがカメラに視線を送ら

なければならない。日本側はスクリーンの真下にカメラを設置する
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ことでスクリーンとカメラに対し交互に視線を送りやすくした。パ

フォーマーはカメラに向かって演技することで、韓国側のスクリー

ンに出会ったということを強く印象づけることができたが、演技者

はカメラに視線を合わせながらスクリーンに映る相手の表情にも反

応しなければならなかったので、従来の舞台演技や、ライブ放送の

ように意識が一方ではなく、２方向に向けて意識を向ける必要があ

った。バレリーナはパントマイムの動きに反応しなければならなか

ったため、まず至近距離でカメラに視線を合わせた後に、ダンスを

するタイミングになれば、カメラから彼女の視線が映らなくなると

ころまで距離をとるという、カメラへの視線とスクリーンへの意識

を交互に行い、相手を見ながらこちらでも演技することができた。

また、音にあわせて視線の切り替えを行うことで、日本側と韓国側

のパフォーマーの動きが同期しているように演出した。 

 

 

 ◇視線のずれによる演技の矛盾 

 スクリーンに映る相手とのコミュニケーションを行う場合、ダン

スパフォーマンス同様、カメラに視線を送りながら、スクリーンに

映る相手の動きを確認しなければならないが、どちらを見ているの

かがはっきり見えないと、ストーリーに矛盾が生じてしまう。４幕

のブルーアイが韓国側に逃げてしまってから、今度は Kとブルーア

イの追いかけっこが始まるシーンでは、J はなかなか捕まえられな

い Kに対し、怒りをぶつける。ここで Jの視線は、Kの動きを見て

反応しているため、カメラに向いているべき（韓国の舞台上のスク

リーンには、J の表情が映っているべき）だが、日本にいる観客の

視点では、スクリーンを見て Kに声援を送っている演技が一番もっ

ともな動きになってしまう。J は、舞台上を動き回りスクリーン上

の Kに対し反応する動きを見せながら、韓国の観客への矛盾を軽減
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するために、カメラに向かって Kに声援を送っている表情を時折み

せるアクションをしなければならなかった。つまり、ここでは二つ

の演出を同時に行っているわけで、矛盾が生じてしまうのは回避で

きなかった。ここでの解決方法は、いかに矛盾を軽減するかにとど

まった。シナリオ上、K と J の喧嘩は２０秒と設定したが、舞台上

の演技とすりあわなかったため、実際は、完パケの BGM とナレー

ションにあわせた視線の動きとともに演技をした。J と K の演技シ

ーンではスクリーンがメインとなり、インタラクティブ要素が最も

強く、遅延の克服が困難であった。従来の舞台上の演技では、その

場に相手がいて、動作の遅延も音の遅延もない。視線も、演技以外

の普段の生活とかわらずに行えるため、練習とリハーサルを重ねて

シーンにリアルさを追求することができる。今回の公演の５幕は、

日本にいる Jと韓国にいる Kがネットワークをつないだ映像で演技

をするため、テレビドラマのように、カメラに向かって演技するの

と同時に、カメラの向こうにいる演技相手の演技とのリンクが絶対

不可欠であった。カメラに向かっているのに、カメラの上方に映る

相手の動きと表情を確認すると、演技か映像のどちらかに必ず矛盾

が生じてしまう。技術的成功を追求して、カメラの方にばかり意識

を集中させれば、韓国側に移る映像は、映像的には矛盾のないもの

となり、逆に、演技のリアルさを追求するためにスクリーンに映る

相手の表情や動きを伺って、相手の気持ちを読み取って、そして演

技、という従来の演技方法を取り上げれば、スクリーンの映り方に

矛盾が生じ、映像技術の失敗という結果になってしまう。映像か演

技のどちらかに矛盾が生じてしまうのは回避できないため、観客に

とって違和感のないようにすることを一番の目的とし、映像上の相

手 Kの演技とステージ上の Jの演技の最もバランスのとれた視線の

行き方を模索した。まず、シナリオに書いてある通り、それぞれの

舞台上でブルーアイをとらえようとする演技をし、同時に次の動き

に移行しようとすると、映像と音の遅延で必ずずれてしまう。そこ
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で、“このままではまた逃してしまう”というナレーションを Kの

台詞と設定した。互いにブルーアイを捕まえられず、相手のせいだ

と喧嘩をするところまでは、映像にずれが会っても、パニック状態

であるととらえれば、観客側に違和感は与えない。個々でブルーア

イをとらえる演技、喧嘩のあとに、K の台詞であると設定したナレ

ーションをきっかけに、二人は会話を始める。ここでも、ナレーシ

ョンや、効果音のきっかけで、それぞれが視線を切り替える導線に

した。 

 

評価②：演技者の視線と立ち位置調整 

 ストーリー展開の妨げとなるスクリーンとカメラへの視線のずれ

に対して、演技者自身が気をつけなければならない点が多くあった。

ダンスパフォーマンスでは、日本のバレリーナ、韓国のマイミスト

がそれぞれカメラに視線を送りながら、同時に観客への見え方とし

てスクリーンに顔を向けなければならなかった。日本のステージで

はスクリーンの真下にカメラを設置し、視線が大きくずれないよう

にしたが、バレリーナ役はカメラに視線が映る位置と映らなくなる

距離を意識して、ストーリーにあわせて使い分けた。バレリーナ役

のパフォーマーは、このやり方に特に問題を感じずに、導線を決め

ておけば本番でも問題はなかった、と評価している。ダンスのパフ

ォーマンスの場合は、導線の確保によって、リハーサル通りのパフ

ォーマンスが本番でも可能であることがわかった。ストレート芝居

のシーンでは、観客インタビューで“ずれ”の指摘があった。日本

と韓国の演技者がスクリーンを見ながら演技するシーンでは、音に

あわせて演技することで、それぞれのステージでのストーリーを成

立させようとしたが、生の演技のなかに日本側の演技者と韓国側の

演技者が視線を切り替えるきっかけを作ることが、演出上できなか

った。今回は、ナレーションの声をきっかけに立ち位置を切り替え
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る設定にしたが、どこに対して演技しているのかわからなかった、

という観客の意見があった。視線を細かく設定し、且つずれのない

ようにするには、BGMや効果音の切り替え音を増やすことで、演技

者の動きのきっかけになるかもしれない。また、演技者が抱えてい

た負担を軽減するには、カメラ 1台ではなく複数設置することで、

演技者の視線をカメラが追うことができるようになるとの見通しが

得られた。 

 

3 .3 .4. ネットワーク公演における演出  

 今回の公演では、レイテンシ・視線のずれに対し様々な演出的ア

プローチを試みたため、それに伴いショーとしてのステージ全体の

バランスをとるために、補佐的な演出が必要となった。ネットワー

クを介してのインタラクティブ公演では、これまで述べたようなレ

イテンシと視線の問題に対するアプローチだけでなく、その他のス

テージングの方法が重要となった。技術的な実験公演とはいえ、シ

ョーとしての可能性も検証する目的があったため、レイテンシを活

かすシーン、殺すシーンとの使い分けや、視線のずれへの直接的な

対応だけでなく、舞台全体のバランスのデザインによる対応も必要

だった。今回の公演では、スクリーンをメインにストーリー展開し

ていくため、従来のような舞台美術・大道具や舞台上の美術装飾品

等はほとんど使わず、大画面スクリーンを舞台美術とし、音楽と照

明で装飾するような形となった。舞台上はシンプルなため、舞台の

使いこなしに気を配らなければならず、特に、舞台のメインとなる

スクリーンに映し出す色、明るさの設定、それらに適合する照明の

設定、舞台全体の色使い、演技者達の衣装の色・素材にもこだわっ

た。 
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図１０：色使いによる装飾 

 

◇実験性とエンターテイメントのバランス 

 今回の公演は実験目的の要素が強かったが、実験の先の目的はエ

ンターテイメントショーとしての確立であるため、実験性とエンタ

ーテイメント性のどちらかが欠けてもいけなかった。実験要素が強

まると、エンターテイメント性に欠け、エンターテイメント性ばか

りを追求すると、技術の実験がおろそかになってしまう可能性があ

った。例えば１幕で、K と J の練習風景を日本と韓国の観客全員に

同時に見せることで、本公演がインタラクティブな公演だというこ

とをわかりやすくしようとしたが、ここでは日本側では Kの映像は

OFF、韓国側では Jの映像は OFFにした。時空はブルーアイによっ

て開かれるもので、この時点でブルーアイは暴走していないので、

話が成立しなくなってしまう。実験公演としての技術的実験の目的

を保ちつつも、実用性の有るエンターテイメントショーとしてのゴ

ールも見失わないよう、バランスをとることが必要だった。ここで

は Jと Kの全ての動きが同時になるように書かれていたが、本番で、

各会場でそれぞれが音に合わせて演技をした同期させることだけを

目的とすれば、ネットワークをつないだ映像を見せることができた

が、エンタテイメントショーとしての実験も含めているため、スト
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ーリーの矛盾はあってはならないし、ドラマティックな展開を作り

上げなければならなかったため、相手側のスクリーンはオフにした。

例えば、１幕ではスクリーンは使わないので、基本的には従来の舞

台演技と同じ手法を用いたが、スクリーンに映し出された Jの魔法

を強調するために、舞台上を幅広く使うようにした。また、ネット

ワークは介さずに映像技術を使ったので、演技のリアルさより、技

術をよく見せることを優先し、エンターテイメント性を優先するシ

ーンも作った。 

 

 

図１１：映像技術を使って魔法を表現 

 

 ◇演出を補佐する小道具、CG 

 スクリーンがメインとなった今回の公演では、スクリーンの色や

明るさ、CG の内容が重要だった。そのスクリーンの明るさや色に

対して、照明、パフォーマー、ステージ、会場全体の色使い等を調

整しなければならなかった。観客の意識をスクリーンに集中させる

ことでストーリー展開を明確にし、また BGM と効果音によって世

界観を表現したため、他の舞台美術はほとんど使用せず、舞台上は

従来のミュージカルの舞台に比べて簡素なものとなった。スクリー

ンがメインとなるので、CG の色のバランス、それと演技者の衣装
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のバランス、照明の使い分けも、全てスクリーンの都合にあわせる

ようにした。１幕の魔法を使うシーン等では、大画面での魔法の映

し出しによって、スケールの大きさとストーリー性を表現した。ネ

ットワークを介さない代わりに、映像技術を使って舞台美術と併用

した。杖先から魔法を出すエフェクトとして、有る特定の色に反応

してその動きと同じ動きをスクリーン上に描く技術を使い、センサ

ー用カメラをステージ上前端に設置し、魔法使い Jが杖を振るごと

に、魔法が杖先から飛び出ているかのような印象を観客に与える演

出をした。特定の色にしか反応しないため、衣装の色にあわせたプ

ログラミングに変更したのと、実際のパフォーマンスで、カメラに

向けて色が反応する動きを探し、最も効果的にスクリーン上に光が

動くよう、導線を決めた。J は魔法使いとして未熟であるという設

定を、後のストーリー展開においての前触れとして初めに観客に伝

えなければならなかったが、同じ技術を用いて、スクリーン上に映

るものを変えることで、魔法が失敗してしまう表現を花が枯れる様

子で表現することができた。ストーリーでキーとなる、ブルーアイ

の魔法と、それ以外の魔法とを区別化するために、コンピュータグ

ラフィックは、２回目の魔法で活用した。“ブルーアイ”を物理的

に舞台美術等で表現することはできないため、生きた魔法として、

スクリーン上を怪しげに飛び回るような CGを作成した。演技者は、

これを魔法として生み出したことを表すのに、あらかじめ作ってお

いた CG に対し、同じ動きをして、魔法が操られているという印象

を作った。また、スクリーンをメインにストーリーが展開して行き、

スクリーンを最大の舞台美術として設置した場合、スクリーンの明

るさと照明を調整するために、舞台におけるその他の色使いも重要

だった。例えば、オープニングや１幕での衣装は黒を使うことで、

バックのスクリーンの CG とのバランスをとらなければならなかっ

たし、２幕の魔法“ブルーアイ”の擬人化したものの登場では、ス

クリーンを完全にオフにして、UVライトと白い仮面を使って青く光
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らせる演出をした。また、４幕で Kとブルーアイが日韓を行き来す

る際に、実際には日本と韓国では別人が演じているので、容姿を統

一する必要があった。K 役を誰が演じてもわからないように、衣装

のマントにフードをつけ、顔をなるべく隠すようにする等の工夫を

した。 

 

 

◇二カ国同時公演でのコミュニケーション 

 二国間、或は他国同士でのインタラクティブ公演において、最も

考慮しなければならないのが、言語の問題である。演技者及びスタ

ッフは日本人と韓国人で、特に日本人スタッフは、ほとんど全員が

韓国語を話せない、という状況のなかで様々な問題が生じた。最も

リスクが大きかった部分は、韓国側と同期させた際の、キャストの

移動タイミングと、音楽、映像の切り替え（キューだし）であった。

キャスト、映像技術スタッフ、音響技術スタッフへのキュー出しす

べてを、日本語しか話さない一人の演出家が全て行い、いちいち通

訳を介していては、ただでさえ存在するタイムラグをさらにのばし

てしまう可能性があった。特にタイムラグに慎重にならなければな

らなかった、４幕のブルーアイと Jが観客席で走り回るシーンでは、

客席へ出るタイミングを BGM の小節でカウントし、各キャストが

把握しておくことで、韓国側との連携させるためのスムーズな動き

を実行できたが、リスクの高いものだった。日本と韓国のキャスト

全員の動きのタイミングが全てであったこのシーンでは、演技者が

韓国と日本のステージ、さらに客席を行き来するため、導線の確保

をするために、客席、ステージ、楽屋にスタッフを設置した。トラ

ンシーバーでスタッフ同士が連絡をとれるようにしておいたが、演

技者移動時には、ステージ、客席の様子もうかがえないし、音楽も

よく聞こえなかったため、韓国側とネットワークにおける何かしら
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のトラブルが起こったりしていれば、言葉も通じないため、その場

処置の対策はできなかったため、大きなリスクを負ってのシーンと

なった。リハーサルのではネットワークが不安定で、シーンを通し

きる確率も低かったが、本番は問題なくシーンをやり遂げられた。

このようなリスクには技術面での対応はもちろん、演出上のバック

アッププランを複数準備しておかなければならなかった。 

 

 

◇ 二つの言語でのシナリオ設定  

 本公演のシナリオは、日本と韓国のそれぞれの舞台で演じる一つ

の話として作成し、各舞台においてそれぞれのストーリーが展開す

るため、日本語と韓国語が入り交じることは不可能だった。今回は

黙劇で進行させることで二つの言語でのシナリオを成立させること

ができたが、観客の言語が様々であることを想定していたため、ス

トーリー進行の補佐をする必要があった。そこで、ネットワークを

介していない１幕から、日本語のナレーションと英語のサブタイト

ルによるストーリー進行の補佐を行った。魔法使い Jと Kの困難と

失敗は、ナレーションによって説明補足されたが、ナレーションは

日本語で女性の声だったため、韓国側の観客の視点からでは違和感

が大きかった。音は全てこちらから伝送するというシステムを設定

していたので、そのまま伝送せざるを得ず、演出で解決する方法は

なかった。観客の言語が様々なため、サブスクリーンを使って英語

字幕をつけたが、３言語が飛び交っている状態では、観客の理解力

に差が出てしまう。実際、観客への直接インタビューでは、生のス

テージでストーリーがあるのに言葉がないのはもったいない、生の

言葉を活かした方がストーリーも伝わりやすい、という意見があっ

た。今回のような２カ国での同時公演においては、音楽伝送のシス
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テムを日本側からの一方ではなく、双方の会場の言語それぞれを使

い分けられるシステムに設定する必要がある。今回は話の内容が観

客に伝わりやすいように、サブスクリーンで字幕を表示するのと、

日本語のナレーションをつけることでストーリー展開の補佐をした

が、日本人の Jが日本語を話しているのに対し韓国人の Kがそれに

反応しているのは、設定上矛盾していた。しかし、異国間でのイン

タラクティブ公演なので、同じ言語を話している訂では、設定が矛

盾するし、違う言語を話しているのに、理解し合っている訂でも話

が成立しない。異国間でのインタラクティブな演技においては、キ

ャストの設定、もしくはストーリーの展開の中で、“言語が違ってい

るのに通じ合っている”という矛盾のいい訳を観客に説明する必要

がある。黙劇だったため観客に違和感はそれほど与えなかったかも

しれないが、演劇舞台ではコミュニケーションをとっていることが

当たり前なので、矛盾を最小限にするためには、会話を成立させる

理由付けを設定する必要があるかもしれない。 

 

 

 

3 .7.バックアッププラン 

 日韓ネットワーク公演“魔法は光に乗って”では、新しい技術を

取り込んだため、様々なリスクを抱えたまま本番に望むことになっ

た。前日のリハーサルの時点で、ネットワークの接続が確実なもの

ではなかったため、リハーサルも満足にいかなかった。リハーサル

時は、ネットワークが途切れることもあり、通し稽古が中断されて

しまっていた。本番でもこのような自体が起きる可能性が十分にあ

ったため、バックアッププランを考えておいた。ストーリー的にも

矛盾しない演出でカバーするために、ネットワークがつながるきっ

かけとなるブルーアイが暴走している演出を付け加えることで、“つ
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なぎ”としての役割を果たせようとした。そのため、ブルーアイの

動きを数パターン準備しておいた。さらに時間を稼ぐために、J を

再び登場させ、ブルーアイと絡ませることで、観客を飽きさせない

ようリハーサルをしておいた。ネットワーク公演を活かすために映

像技術を使えれば最も効果的な演出になったが、高いリスクを回避

するために、ローカルで技術を使わない方法での演出がベストであ

ると考え、バックアップの演出を考えておいた。今回は一つしか準

備していなかったが、ネットワークの不安定性と、演出によるレイ

テンシアレンジの不確実性から、複数のバックアッププランの準備

をしておくべきだと考えられる。 
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第 4 章  

     評   価  

 

 

ネットワークミュージカルパフォーマンスにおける、  

レイテンシ・視線のずれに対する演出的アプローチの評価  

   

 当初から想定されていたレイテンシ・視線のずれの問題点に対し、

実験公演のなかで様々な対応を試みた。ネットワーク公演において、

今回の演出的アプローチが、パフォーマー／スタッフにとってやり

やすいものだったか、また観客にとって見やすいものだったのか、

日本側のパフォーマー、スタッフ、観客へのインタビュー調査を行

い、結果を分析する。 

 

4 .1. パフォーマーによる評価 

 今回の公演に出演したパフォーマーへのインタビュー内容は、ス

テージ上でのパフォーマンス時に発生するレイテンシと視線のずれ

に対し①違和感を感じたか②演じづらさを感じたか、である。ダン

サー、バンド、演技者とも、映像を通してリアルタイムで韓国側と

パフォーマンスはライブ感がリアル！と公演のアイディア自体に対

しての評価は高かったが、シーンひとつひとつを切り取って評価す

ると、パフォーマーにとっての遅延と視線問題による障害があった。 

 

・ 遅延に対して 

 

バンド：違和感は若干あった。ローカルでのセッションよりは相手
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の音をより注意深く聞く必要があったが、ライブ感という点では普

段のライブのよう。今回はセッションの相手がサムルノリで、リズ

ム体とのセッションだったため、テンポ取りをあわせる練習をする

だけという点では普段のセッションとあまりかわらないため、その

難しさは遅延からくるものではなかった。 

 

演技者：普段の演技に比べたら違和感はある。カメラと映像を通し

ての演技では、自分のアクションに対しての相手のアクションが遅

れているので、演技の最中に“待ち時間”を感じてしまうことがあ

る。音を自分でカウントし効果音にあわせアクションを起こし、立

ち位置の調整をすることは普段の舞台の演技で意識することとあま

りかわらないため、やりにくさはあまりなかった。 

 

ダンサー：パフォーマンスは音に合わせるだけなので違和感はあま

り感じない。かけあいになるシーンで映像は遅れていたが、同時に

あわせるのではなく日本側が先導してのダンスだったので、遅延に

よるやりづらさはあまりなかった。 

 

・ パフォーマンス中の視線について 
 

バンド：演奏時は基本音を聞きながらのセッションなので、視線問

題はあまり気にならなかった。 
 
演技者：視線が一点に集中しないので違和感はある。カメラを向い

たりスクリーンを向いたり、演技自体に集中できないことがあった。

カメラとの距離、音にあわせた視線の切り替えのタイミングを決め

ておいたので、段取り通りにやればステージ上でのやりづらさはあ

まりなかった。スクリーンの相手の表情をもっと見ながら演技でき

たら、もっとライブ感のある演技ができたはず。 
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ダンサー：視線が双方向なので違和感はあるが、パフォーマンス自

体のシナリオのなかに、視線の切り替えや相手とのやりとりが決ま

っていたので、パフォーマンスとしては問題なかったと思う。スク

リーンもカメラもステージ後方にあるため、ステージ上で動ける範

囲がかなり制限されたのが、ダンサーとしてはやりづらかった。 
 

 

4 .2 . 舞台監督による評価   

 今回の実験公演において、レイテンシと視線の問題を技術ではな

く演出の部分で解決できないかと模索し、パフォーマーの動きの工

夫はもちろん、ステージの使い方やデザイン、展開の工夫によって

も対応できることがわかった。今回、本番当日のキューだしと全体

進行を行った舞台監督に対し、①進行にやりづらさはあったか②ネ

ットワークを介さない公演に比べ、パフォーマーの動きに違いがあ

ったか、の質問をした。 

 

①全体進行のやりづらさ 

 全体の進行はかなりやりづらいものだった。基本的な流れはキュ

ーシートにあわせて進行して行ったが、遅延にあわせた動きをする

パフォーマーのタイミングを計りながらの場面転換や、日本側のパ

フォーマーと韓国側動きのずれを調整しながらのスクリーン切り替

え、日本側が先導してアクションを起こすシーンの音だし等、一つ

の場面で複数の要素を見極めながらの細かいキューだしを行わなけ

ればならなかった。また、韓国側へのキューだしを行った部分では、

通訳を毎度介して行ったため、進行が円滑ではなかった。それぞれ

の要素を熟知したキューだしスタッフを数名設置するべき。また、

ネットワークの安定性が不確かで、当日場当たり的な部分が多くレ
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イテンシが予測できないことがあり、そのためのネットワークのバ

ックアッププラン、演出のバックアッププランをそれぞれ準備しな

ければならなかった。今回演出のバックアッププランは一パターン

だったが、ストーリーを崩さないために、各シーンのバックアップ

プランをたてておくべき。そしてそのための必要機材の確認、準備

に時間をかけるべき。 

 

②パフォーマーの動きとキューだし 

 今回の公演ではほとんどの場面をパフォーマーの動きにあわせて

キュー出しを行ったが、パフォーマー自身が音でカウントして動き

を把握していたこともあったため、パフォーマーの動きによるキュ

ー出しへの影響はあまりなかった。リハーサルの演出を設定する過

程では、パフォーマー達の入りはけや視線の切り替えのタイミング

をあわせるのに時間を要し、導線が限られていることで動きづらさ

も感じ取れたが、導線や視線を細かく設定することで、本番では動

きとキューだしに大きなずれ等の問題は起こらなかった。 

 

 

4 .3 . 観客の評価  

 今回、ホール会場をおさえ一般客を入れることで、ショーとしての

実用性を検証することができた。レイテンシと視線のずれへの演出

的アプローチが、観客にとって違和感のないものだったのか、日本

の会場で観覧した観客に対し①ストーリーの流れは自然だったか②

演技者の動きに違和感があったか、を質問した。 

 

① ストーリーの流れは自然だったか 

 全体のシナリオ設定はわかりやすいものだったので、違和感は特

になかった。日本と韓国がネットワークでつながった時も、純粋に
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二つの空間を同時に体験している、実感ができた。一つ一つのパフ

ォーマンスシーンは成功していたが、時々見える少しの遅延でスト

ーリーにあまり入り込めずに“実験”を見た感じになる瞬間があり、

ショーとしてみせるよりも技術的に成功させようとしている印象も

多少見受けられた。 

 
② 演技者の動きに違和感があったか 

 
 視線が全くあっていないというわけではないが、スクリーンに映

っている人と日本側のステージ上にいる人が会話しているに見えな

いことがあった。カメラとスクリーンの上下の位置のせいか、韓国

側に映る演技者の視線と日本側の演技者のカメラ目線が若干ずれて

いるように感じた。スクリーンとカメラがほぼ同じ目線にあったら

もっと自然に見えたかもしれない。客席の真ん中からみていたので、

全体の流れがはっきりしていたが、サイドからみている人にとって

は、ずれが大きかったように思う。パフォーマンス時のレイテンシ

はあまり気にならなかった。それぞれのシーンにおいて、一つのコ

ラボレーションパフォーマンスとして成立していた。魔法使い同士

の演技のシーンも、視線以外のずれはあまり感じなかった。 
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第５章  

    今後の課題  

 
 今回の実験公演では、これまでにない新しいパフォーマンス形態

としての可能性が明らかになった。広帯域ネットワークを介して日

本と韓国の２カ国間をつなぎ、ストーリー仕立てでパフォーマンス

を展開していくのには多くの問題が伴ってはいたが、現代エンター

テイメントショーのパフォーマンス領域を広げたことは確かだ。パ

フォーマーにとっての新たな表現技法の発見だけではなく、それを

楽しむオーディエンスにとってもエンターテイメントショーの新た

な快感を体験してもらうことができた。しかし、今回の実験の最大

の問題点であったレイテンシと視線のずれに対し演出の様々な角度

からアプローチしたが、パフォーマー、スタッフ、観客全てにとっ

て１００％満足できるものにはならなかった。一般的なショーとし

て今回の公演形態を確立して行くために、今後、今回とは違うアプ

ローチで取り組まなければならない部分も多く、課題として残った。 

  

5 .1 . 解決できなかった部分 

 今回の実験公演では、ネットワークミュージカル公演において最

大の問題であるレイテンシとカメラ／スクリーンを通した視線のず

れに焦点を絞り、演出的なアプローチから解決に取り組んだが、ス

トーリーがあることによって、レイテンシが見えにくくなった部分

と、逆に浮き彫りになった部分があった。まず、ひとつのストーリ

ーの中にパフォーマンスを複数組み込むことで、音の遅延に制限さ

れないパフォーマンス楽しんでもらうことができたが、場面転換や
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パフォーマーの入れ替わりの瞬間に、遅延によってキューだしのタ

イミングをあわせられないことがあった。それゆえに、パフォーマ

ンスの内容はおもしろいのにストーリーがわかりづらい、という観

客の意見が多数あった。ダンスや楽器演奏のセッション最中の遅延

は気にならないが、スクリーンを通して日本と韓国でインタラクテ

ィブにアクションを起こす際に、視線がずれていることによって、

遅延とは違った“ずれ”を感じた観客がいたようだ。また、見てい

る観客にとって問題はなくとも、インタラクティブに演技するシー

ンでパフォーマンス以外に意識を集中させる場面等、パフォーマー

への負担が大きい場面が多かった。 

 

5.2.  展望  
 今回の実験公演において、これまで焦点をあてられなかったレイ

テンシと視線の２大問題について演出的アプローチで改善に取り組

んだが、いくつかの方法によって改善できる点があることがわかっ

た。レイテンシに関して、これまで音の遅延にフォーカスをあてら

れ、演奏者達が音の遅延を感じずに遠隔地同士でバンドセッション

するためのツール開発が多くなされてきたが、今回の実験では、一

般的なミュージカル公演形態で内容をインタラクティブに同期させ

ることで、演出部分でのアレンジが可能だった。音にフォーカスし

たネットワーク公演では、遅延に対してダイレクトにアプローチし

ていたが、今回のようにストーリーを持たせることで遅延を使い分

け、パフォーマー達が会場全体を使い、音に制限されない動きをみ

せることができた。トラック分けされた音源をマニュアル操作する

ことで、相手側との動きのずれを気にせずにそれぞれの会場で演技

者達が音にあわせて動くことができた。また、インタラクティブな

パフォーマンスのためのツールであるスクリーンに対し、視線とカ
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メラとの距離感を調整することで、インタラクティブな演技は可能

であることがわかった。今回の実験をふまえ、レイテンシに対して

ダイレクトにアプローチするのではなく、ストーリーを調整し、遅

延をステージングにあわせて使い分けることが重要であると考えた。

今後、ネットワークを介したミュージカルパフォーマンスのクオリ

ティをさらにあげるためには、演出するためのスペックが適切な会

場や、必要なカメラ台数やツール、それを操作する十分な数のスタ

ッフを用意すること、また、母語が異なる観客達にもわかりやすい

内容、展開部分のシナリオの細かい設定等、ストーリーの組み立て

方に重点をおいた制作を行うことが必要である。また、パフォーマ

ーやスタッフへの無駄な負担を軽減するために、遅延にダイレクト

にアプローチするツール開発だけでなく、システムの構造の組み立

てを見直し、スタッフ同士のコミュニケーションをスムーズにでき

るようになると、制作側にとっても、ユーザーにとっても満足度の

高いショーとして確立していくことができるだろう。 
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第 6 章  

  結  論  

 

 本研究では、ネットワークを介した新しいエンターテイメントシ

ョーの可能性を試験的、且つ観察的に研究することで、今後のエン

ターテイメントショーの新境地を探ることができた。今回の実験の

新しさは、公演のストーリー自体を遠隔地同士で同期させたことで

あった。これまで、遠隔地同士で音楽のライブを同期させたものや、

映像を使ってパフォーマンスをインタラクティブに表現したものは

あったが、音楽、ダンス、そしてストーリーまでを同期させ、交互

に展開して行くパフォーマンス形態は今回が初めての試みである。

演技者、演出家として参加したことで、技術的な問題である映像信

号の遅れを回避するための様々な手法を考え、演出方法を場面ごと、

パフォーマンス内容によってレイテンシを使い分け、フォーメーシ

ョン／動きの幅の設定等で、カメラワークやスクリーン映像にも対

処できるようした。しかし、当初から抱えていた音と映像のデータ

伝送の遅延、スクリーンを通したパフォーマーの視線ずれが、対策

によって全て解消されたわけではなかった。シーンによってレイテ

ンシを使い分け、舞台美術でレイテンシをごまかし、パフォーマー

の導線によってタイミングをあわせる等の方法が、スタッフやパフ

ォーマーにかなりの負担となったことは事実であるし、場面の所々

で遅延による粗が目立ち、観客から低い評価を得た部分もある。演

出的な部分でレイテンシと視線に対応するのには、そのために必要

なシステムの構造を模索し、それに対応できるだけの機材やスタッ

フの数、照明等の会場のスペックが必要となる。しかし今回の実験

で、遠隔地においてリアルタイムに同じ空間を味わうために、ネッ
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トワークを介したリアルタイムミュージカルパフォーマンスが効果

的であるということは、日本の会場での観客アンケート結果からも

証明できる。７割以上が純粋に面白かった、と評価している。これ

までのネットワークパフォーマンスのように遅延そのものにアプロ

ーチしようとするのではなく、演出的アプローチをすることで、レ

イテンシに対し様々に対応しただけでなく、実験的要素を軽減させ、

エンターテイメントショーとしての可能性を高めることができた。

二つの大きな問題点、レイテンシと視線のずれに対し、今後も演出

的アプローチで改善に努め、ネットワーク公演の新しいパフォーマ

ンスデザインの開拓に貢献していきたい。 
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